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て ～ 家庭でも楽しく運動を！ ～

の結果がまとまりました。特に、

にも報告し、長野県の平均を算出

年生の結果を紹介します。
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ています。全校児童の結果をみて

りました。

危惧されており、専門家からは、

動きが身についていないなど、基
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り、体力面での二極化がすすんで
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同士の楽しい遊びが必要である。
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運動の好きな子どもたちは、登校するとすぐ、また、２時間目休みはずっ

と、校庭でサッカー、体育館でドッジボールやバスケットボールをして、汗

びっしょりになって教室に戻っていきます。その一方で、家庭に帰ると、遊

び場所がなく、近くに友達もいないため、「何もやることがない」とテレビゲ

ーム等で過ごしていることはないでしょうか。

これから、運動会に向けての生活が始まります。この機会

を生かして、5 学年では次のようなカードを作成し、ご家庭

の協力を得ながら、体力作りをしていこうと計画しています。

初めての組体操

るように、家庭で

他学年でも、家庭

ご協力をお願いい

また、新体力テ

さんの結果はいか

える体力をつける

月日（曜）
縄跳び

１～２分 
スクワット

20回以上
腕立て伏せ

20回以上
倒立

５回以上
その他 印

8/30（月）

8/31（火）

9/ 1（水） 

「運動会に向けて鍛えよう」の記録表から
や騎馬戦等もありますから、けがなく、満足いく競技とな

も、体を鍛えるよい機会としていただければと思います。

でできる簡単な体力づくりを考えていますので、ご理解と

たします。

ストの結果は、１学期末に個別に返却してあります。お子

がだったでしょうか。学力ばかりでなく、自分の生活を支

ため、ご家庭でも下記の事項を参考にしてみてください。
● 一緒に行う

お父さん、お母さんの好きなスポーツをお

子さんと一緒に行ってみましょう。厳しく指

導してうまくするのでなく、簡単なことを親

子で楽しむことが理想です。終わったら、楽

しかった思いを語り合いましょう。
● モデルになる

お父さんやお母さんが、お子さんと一緒に

いるときは、近所であれば、車を使わずに歩

いてみましょう。また、エスカレータは使わ

ず、階段を上るなど、「体を積極的に動かす」

お子さんのよきモデルになってください。
● 子どもと出かける

子どもが体を動かすことのできる場所へ

連れていってあげてください。例えば、公園

やアスレチック場に連れていってあげれば、

お子さんは自然と体を動かすはず。家族みん

なで、野外で遊ぶ楽しさを感じましょう。
● 目標をもつ

「かけっこが速くなるように一緒に走ろ

う」「鉄棒ができるようにコツを教えてあげ

るよ」と、目標の後押しをしてあげてくださ

い。そして、できた、できないにかかわらず、

体を動かしたことを褒めてあげましょう。


